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明日の活力になるような会を目指して！

No.24

山形県農業委員会女性の会では、女性委員の活動等を紹介するお知らせを発行しています。
今回は、長井市農業委員会の取り組みをご紹介します。

皆さん一緒に！「いただきます！」
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山形県の女性委員(農業委員・推進委員）は、令和６年５月現在、７８名です。

令和2年12月25日に閣議決定された「第5次男女共同参画基本計画」では、成果目標として、

県内農業委員会の皆様へ向けて、情報発信したい女性委員や委員会の取り組み等がございましたら、ぜひ、女性の会事務局へご連絡ください。

女性委員の仲間を増やし山形県の女性委員の輪を一緒につくっていきましょう！

「農業委員会に占める女性農業委員の割合を早期20％、2025年までに30％を目指す」としています。
山形県の女性農業委員の割合は、現在14.1％です。

山形県では全ての農業委員会で女性委員が登用されています!
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＜(一社）山形県農業会議＞
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令和6年11月19日（火） 「学校給食から学ぶ地産地消」
と題して、女性農業者等研修会が、開催され、一般参加者
２０名、農業委員２名が参加しました。農業に関わる女性
のコミュニティ構築と、地域農業への女性の積極的な参加
を図ることを目的に、毎年実施しており、今年度は、「給
食」という身近なものをテーマにし、地域農業に興味を
持っていただくきっかけとなるよう企画されました。

はじめに、給食共同調理場の担当者より、施設の衛生面
の工夫、食材の確保や予算とのバランス、地産地消に関す
る課題などについて説明がありました。身近な「給食」で
すが、背景についてはあまり知られておらず、参加者は驚
いた様子でした。当日のメニューは、「ガパオライス・チー
ズ入りサラダ・バナナ・牛乳」で、プラスチックの食器も含
め、参加者には目新しく、にぎやかな昼食時間となりまし
た。

午後は給食にも使用されている「レインボープラン米」を
手掛けている地元農家の講話で、栽培に関する苦労や課
題について学びました。その後、意見交換が行われ、女性
農業者の身体のケアや、小規模栽培の場合の販路などに
ついて話し合いました。

参加者からは、「農業関係の女性が集まる機会はまだま
だ少なく、このような集まりは新鮮で楽しかった。」との感
想が多く寄せられました。

長井市農業委員
青木さん

地産地消・衛生面・食材の確保や予算とのバランスな
ど、様々な工夫がされている「給食の背景」を学び、
美味しくいただきました！


